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元に発見された。2)秋元の説得で昭和 13 年 7 月中旬に東大病院を受診し、レントゲン検査と喀痰
検査が施行された。3)検査の 3日後、左肺葉と右肺上部に大きな空洞がある結核という診断が下さ
れた、などの事実を明らかにしている。 












想録 10 篇と書簡 3 通に基づいて、1)江古田療養所に入院後も、友人には楽観的な見通しを述べて
いる。2)亡くなる一週間前にも、「五月のそよ風をゼリーに」という、美しい詩のような言葉を遺し
ている、などの事実を明らかにしている。 

































平成 30年 1月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（リハビリテーション科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと
認める。 
